
掃除の時間。短い時間ですが、

みんなで協力して取りかかって

います。払う・ふく・運ぶ、この

がんばり、ぜひ地域の皆様にもご

覧いただければと思います。 

読み聞かせ。今年度も月１回、

読み聞かせボランティアの方に

よる時間があります。この日は豊

崎由美さん。「いのちのまつり～

かがやいている～」でした。 

アルミ缶回収箱。いつもたくさ

ん入れていただいて、約１週間で

いっぱいになって袋に移し替え

ています。これからもよろしくお

願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月１５日（日）に本年度最初の参観日とＰＴＡ総会を行いました。午後からの

公開授業では、３年生は社会、２年生は理科、１年生は国語を見ていただきました。

左の写真は２年生理科の様子です。水を電気分解して酸素と水素が取り出され、そ

れぞれに火を近づけて様子を確認しているところです。花奈さんがこわごわ実験し

ているところを、お父さんものぞき込んでくれています。このあと分かったことを

レポート形式にまとめました。 

ＰＴＡ総会では、下記のように新役員が決定しました。【敬称略】 

役職名 役員氏名 生徒氏名 役職名 役員氏名 生徒氏名 

会 長 松田和彦 花奈 監 事 外田美千代 さくら・航聖 

副会長 福留あゆこ 聖仁 〃 川村理沙 佑希 

〃 森 由加里 亮嘉 幹 事 黒田健二  

〃 大塚明人  会 計 大塚明人  

執行部長 村松大五郎 虎次 顧 問 有田太一  

 

 会則第６条に「執行部長２名以内」とあることから、今年度は執行部長は村松さんだけとなっています。 

また、第９条に「顧問を置くことができる。顧問は会長が役員会に諮って委嘱する。」とあることをふまえて、

総会の中で『役員の数も減っていろいろ相談していくことも必要なので、卒業生保護者の有田太一さんに顧問を

お願いできないか』という意見があり、その後、松田会長が各役員に相談して全員一致で有田さんに顧問として

協力していただくことになりました。今後ともよろしくお願いいたします。 

■５／２３．２４の１コマ 
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                      平成 30 年 4月２５日（水） ＮＯ．３ 文責：大塚  

さ わ ら び 

～参観日・ＰＴＡ総会がありました～ 

５月行事予定 
２日（水） ＳＨＬ［スクールヘルスリーダー／鳥谷公美先生が来てくださって、保健関係の取組をしてくれ

ます。］校内研 

３日（木） 憲法記念日 

４日（金） みどりの日 

５日（土） こどもの日 

７日（月） ＳＣ［スクールカウンセラー／米澤先生が来校する日です］ 中央区球技大会抽選会 

８日（火） 市教育研究会総会のため、午後臨時休業 

９日（水） ３年第１回実力テスト 校内研 

１０日（木） ＡＬＴ 学校再編計画説明会 

１１日（金） １年心臓検診  ＳＨＬ 

１２日（土） 中央区球技大会 

１３日（日） 中央区球技大会 

１５日（火） 歯科検診  ＳＨＬ  尿検査二次 

１６日（水） 職員会 

１７日（木） ＡＬＴ 

１８日（金） あいさつ運動 専門部会 巡回文庫 

１９日（土） 中央区球技大会 

２０日（日） 中央区球技大会予備日  四万十市小中ＰＴＡ連合会総会 

２１日（月） 集会 

２２日（火） 読み聞かせ 

２３日（水） 校内研 

２４日（木） 生徒総会 ＡＬＴ 

２６日（土） 幡多地区小中ＰＴＡ連合会総会 

２９日（火） ３校合同宿泊研修会 ～６／１（金） 

        ＰＴＡ総会でも触れさせていただきましたが、大用中・八束中・蕨岡中の３校で合同

宿泊研修を行います。会場は幡多青少年の家です。現在、細かい活動内容や日程を作成

中です。７名のみんなが参加してよかった、楽しかったと言える研修になればと思いま

す。準備等は後日お知らせいたしますので、各ご家庭でもご協力をお願いいたします。 

朝
の
リ
レ
ー 

谷
川
俊
太
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カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
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若
者
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き
り
ん
の
夢
を
見
て
い
る
と
き 

メ
キ
シ
コ
の
娘
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朝
も
や
の
中
で
バ
ス
を
待
っ
て
い
る 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
少
女
が 

ほ
ほ
え
み
な
が
ら
寝
が
え
り
を
う
つ
と
き 

ロ
ー
マ
の
少
年
は 

柱
頭
を
染
め
る
朝
陽
に
ウ
イ
ン
ク
す
る 

こ
の
地
球
で
は 

い
つ
も
ど
こ
か
で
朝
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は
じ
ま
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て
い
る 
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ら
は
朝
を
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レ
ー
す
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の
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経
度
か
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へ
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そ
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い
わ
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で
地
球
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耳
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で
目
覚
時
計
の
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が
鳴
っ
て
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そ
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送
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と
受
け
と
め
た
証
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な
の
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※
私
た
ち
が
子
ど
も
の
頃
に
は
、
こ
う
い
う
詩
を
読
ん

で
も
、
何
か
遠
い
と
こ
ろ
の
で
き
ご
と
の
よ
う
な
気
が

し
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
う
ち
の
学
校
の
七
名
の
子
ど

も
た
ち
が
育
っ
て
い
く
世
の
中
は
、
当
た
り
前
の
よ
う

に
異
文
化
の
交
流
が
あ
っ
た
り
、
他
国
の
人
々
と
出
会

う
時
代
に
な
り
ま
す
。
読
む
た
び
に
、
何
か
「
つ
な
が

り
」
を
感
じ
る
詩
で
、
い
つ
も
「
つ
な
が
り
は
ぬ
く
も

り
」
と
い
う
言
葉
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
。 


